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東日本大震災では，多くの学校等が地震や津波の被害に遭い，多くの学生等が犠牲となった．中でも，

幼稚園児は自主的に避難行動を起こすなどの判断が難しく，職員による支援が必要であるが，抜本的な対

策が進んでいない現状にある． 

本研究では，東日本大震災での幼稚園の被災事例から課題を抽出し，これらの課題に対応するため，災

害時アクションカードを活用した訓練手法による幼稚園での津波避難行動の高度化を検討した．具体的に

は，ミッションを明確にし，具体的な対応手順を検討し，災害時アクションカードを作成する．それを訓

練で使用し，課題や改善点を抽出する．抽出された課題や改善点を次回訓練までに修正し，反映するとい

う，訓練を中心としたPDCAサイクルを南海トラフ地震での津波被害が想定されている松茂町立K幼稚園

で実践し，訓練手法の検証を行った． 

この取り組みにより，津波避難行動の高度化が図られたとともに，職員の防災意識の向上，園児の初動

行動への対応が向上するなど，一定の成果を挙げている． 
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1. はじめに 

 

東日本大震災では，多くの学校等が地震や津波の被害

に遭い，多くの学生等が犠牲となった．文部科学省の資

料によれば，東日本大震災で物的被害があった幼稚園は

全国で 943 ヵ所あり，岩手県，宮城県，福島県で合計

88名の園児が死亡している． 

 幼稚園の園児は年齢的にも自主的に避難行動を起こす

などの判断が難しく，職員による誘導が必要である．地

震や津波が発生し，様々な被害や混乱が生じている状況

下で，津波到達までの時間内に，限られた人員で速やか

かつ適切な対応をする必要があるが，効果的な訓練手法

がわからない，日常業務が忙しく防災に時間をさけない

などの問題があり，定期的に避難訓練は実施されている

ものの有効とは言えず，対策が進んでいないのが現状で

ある． 

本論文では，東日本大震災の被災事例を踏まえ，幼稚

園での地震発生から津波避難時に職員が対応するべき課

題について整理した上で，これらの課題に対応するため，

災害時アクションカード1)を活用した訓練手法による幼

稚園での津波避難行動の高度化を検討し，訓練を中心と

したPDCAサイクルによる実践を行った． 
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2. 幼稚園での地震・津波避難時の課題 

 

東日本大震災で幼稚園が津波からどのように避難した

のか，参考文献をもとに事例を示す． 

 

(1) M幼稚園（宮城県石巻市）2) 

地震発生時は，多くの園児が帰宅しており，職員 11

名，園児 13 名が幼稚園に滞在していた．地震直後に保

護者が迎えに来た 2名は帰宅し，迎えにきて帰宅不能と

なった保護者 1 名は留まることとなり，23 名で行動を

共にした． 

 幼稚園は仙台石釜港石巻港区に近く，周辺に安全に避

難可能な建物はなく，交通渋滞も始まっており，車での

避難は難しかったことから，幼稚園に留まることが一番

安全だと判断した． 

 その後，防災無線から「津波」「9 メートル」などの

断片的な情報が入ったことから，2 階のゆうぎ室にいた

園児たちを窓から棟続きのボイラー室の屋根に避難させ，

さらに 3.5 メートル上の屋上に梯子を掛けて避難させた．

津波は，ボイラー室の屋根に達するまで到達した．雪と

風で寒さが厳しい中，屋上で夜を過ごし，翌日 11 時頃

に救助された． 

 幼稚園に滞在していた園児は無事であったが，降園し

ていた園児のうち 7名が津波の被害に遭い死亡した． 

 津波の影響でM幼稚園は全壊となり，新たな都市計

画との関係で現在も再建されておらず，同一法人の別の

幼稚園で業務を継続している． 

 

(2) H幼稚園（福島県いわき市）3) 

地震発生時は降園の時間帯であったが，送迎バスの順

番もあり，園児 126 名のうち 80 名が滞在していた．地

震発生時には，非常に強い揺れを感じ，園庭に避難した

後，保護者が迎えに来た園児を除いた 60 名への対応を

どうするか検討した．通常では，園児の帰りを保護者が

家の前で待つことになっており，子どもを待っているこ

とにより保護者が避難できなかったらいけないとの判断

で，近隣に住む園児 30 名を小型バスに乗せ，近隣を巡

回して保護者の元へ送迎し，送迎後は幼稚園には戻らず

そのまま高台へ行くよう指示した．残り 30 名は大型バ

ス，保護者の車に分乗し，高台の寺院に避難することと

した． 

 避難先の寺院から，津波によって園舎が損壊する様子

を目の当たりにし，より安全な場所に避難する必要性を

感じたため，福島県いわき海浜自然の家に二次避難を行

った． 

東日本大震災以降，H幼稚園では時間帯別の避難マニ

ュアルを作成，降園時間帯であっても，幼稚園が園児を

責任をもって避難させ，保護する旨の周知を保護者に行

っている． 

 

(3) 幼稚園の地震・津波発生時の課題 

これらの事例を基に，幼稚園での地震・津波避難時の

課題を以下のように抽出した． 

 

a) 地震発生時の児童・職員の安全確保 

地震発生時には大きな揺れが発生し，窓ガラスの破損，

設備の移動や落下により，職員・園児の安全が脅かされ

ることになる．医療が必要な負傷者が出た場合には，病

院に搬送するなどの対応をする必要があり，揺れが収ま

った後の避難行動にスムーズに移行するためにも，怪我

人をできるだけ出さないようにするための安全確保が課

題となる． 

b) 避難場所及び避難ルートの決定 

地震発生時には，限られた時間の中で，有する資源や

情報を活用し，最適な避難場所及び避難ルートを決定す

る必要がある．そのために必要となる，地震による被害

状況や津波到達時間などの様々な情報や要因を，適切か

つ迅速に収集し，分析，判断する方法が課題となる． 

c) 適切かつ迅速な避難行動 

決定された避難場所へ園児を適切に避難させると同時

に，通信手段，名簿など避難後に必要となる物を幼稚園

から運ぶ必要がある．津波到達までの限られた時間の中

で，適切にこれらを実施するための仕組みづくりが必要

となる． 

 

 

3. 幼稚園での地震・津波対応の高度化 

 

幼稚園での地震・津波への対応は，多くの未就学児童

を限られた職員で管理し，コントロールしていく必要が

ある．さらに，限られた時間内に適切な対応をすること

が要求されるため，事前からの準備や訓練が非常に重要

となる． 

前章で抽出された課題を解決するため，災害時アクシ

ョンカードを用いた訓練手法による幼稚園での津波避難

行動の高度化について検討を行い，以下の進め方を提案

する． 

 

(1) 高度化の進め方の全体像 

 始めに「ミッションの検討と明確化」を行い，地震・

津波発生時に幼稚園としてどうあるべきかを検討し，具

体的にどれくらいの時間でどのような状態を目指すのか

を明確する． 

次に，そのミッションを実現するために必要な具体的

な「対応手順の検討と整理（災害時アクションカードの

作成）4)」を行う． 
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さらに，検討されたものが実際に機能するかどうかを

確認するための「訓練企画」をし，「訓練実施」をする． 

訓練実施後には「振りかえり」を行い，課題・改善点

等の抽出を行う． 

その後は抽出された課題・改善点を「是正・改善」に

より，対応手順の見直しや課題解決を行う．それらを踏

まえて，次回の「訓練企画」へ反映し，再び「訓練実

施」により確認する．このように訓練を中心とした

PDCA サイクルを回していくことにより，徐々にではあ

るが，確実に高度化を行っていく．5) 

以下に具体的な方法を記載する． 

 

図-1 幼稚園での地震・津波対応の高度化の進め方 

 

(2) ミッションの検討と明確化【PLAN】 

幼稚園として目指すべき姿を明確にするため，どれく

らいの時間でどのような状態になっている必要があるの

かを検討する． 

このミッションの検討と明確化により，目指すべき姿

とそれを達成する時間軸が定まることにより，具体的な

手順の検討が可能となる． 

 

(3) 対応手順の検討と整理（災害時アクションカード

の作成）【PLAN】 

定めたミッションを達成するために必要な行動・手順

を担当者ごとに洗い出し，行動可能な状態になるように

文書化していく．これらを時系列に並べ，実行に必要と

なる資源などを 1枚のカードに整理したものが「災害時

アクションカード」である．1) 

 この災害時アクションカードには，役割と必要最小限

の行動が整理されているべきであるが，作成時に完璧な

ものを作成することを目指すのではなく，訓練を通じて

改善を行い，継続的に完成度を高めていくというプロセ

スが非常に重要となる． 

 

(4) 訓練実施【DO】 

作成された災害時アクションカードが機能するかを確

認するため地震・津波対応の訓練を企画し，実施する．

この訓練を通じて，地震・津波発生時の初動行動から避

難完了までを模擬体験することとなるが，作成された災

害時アクションカードを使用しながら実際に行動するこ

とにより，災害時アクションカードが有効に機能するか

どうかを検証することができる． 

 

(5) 振りかえり【CHECK】 

訓練終了後できるだけ速やかに，訓練の振りかえりを

行う．高度化につなげていくことを目的に，うまくいっ

た点，うまくいかなかった点，気づいた点など，改善や

気づきにつながることを抽出する． 

次の，「是正・改善」につなげていくために非常に重

要なパートとなるので，付箋などを利用し，参加者だけ

でなく見学者などの全員の意見を出し合うことが有効で

ある． 

 

(6) 是正・改善【ACT】 

振りかえりで抽出された課題・改善点について，災害

時アクションカードの修正など，次回訓練までに対応可

能なものは速やかに実施する．資金や時間の必要となる

ものについては，別途，中長期的な課題として管理して

おく． 

改善したものについては，次回の訓練内容に反映させ

ることにより，その改善が機能するものかどうかの確認

を行う． 

 

 

4. 松茂町立K幼稚園での取り組み 

 

(1) 松茂町立K幼稚園の概要 

 松茂町立 K 幼稚園は，徳島県北部にある松茂町の西

部に位置し，職員 8 人で園児 79 人の教育を行っている． 

徳島県が発表している南海トラフ巨大地震の被害想定

によると，震度 6強の揺れと 2メートル程度の津波によ

る浸水があると想定されている．最寄りの避難場所は，

隣接する松茂町立 K 小学校であるが，その他には近隣

で津波避難が可能な構造物はない． 

 

(2) ミッションの検討と明確化 

徳島県が平成25年10月31日に公表した徳島県津波浸水

想定では，松茂町東部の松茂町新滑走路東端で津波影響

開始時間（-20cm）が18分，最大波の到達時間が61分と

想定されている．6) 

松茂町立K幼稚園では，この想定を勘案して，「30分

以内に児童及び職員の安全な避難が実現していること」

をミッションとして定めた． 
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図-2 松茂町立K幼稚園所在地の津波浸水被害（徳島県想定） 

 

(3) 対応手順の検討と整理（災害時アクションカード

の作成） 

定めたミッションを実現するための手順を整理し，ク

ラス担任のための災害時アクションカードを作成した． 

 作成時には，できるだけ簡素化することを意識しても

らい，訓練を通じてより良いものに近づけていくことを

充分に認識していただいた上で作成した． 

図-3 役割によって異なる災害時アクションカード 

 

 (4) 緊急地震速報を活用した訓練（第1回） 

 松茂町立K幼稚園では，緊急地震速報装置を導入し，

装置の訓練機能を活用し，緊急地震速報が入ったところ

からの初動対応を行い，よりリアリティの高い訓練を目

指している． 

館内放送と緊急地震速報装置を接続し，訓練機能を用

いて訓練を行った．手順としては，緊急地震速報発令後，

直ちに児童・職員の安全確保を行う．その後，園庭に移

動し，人数確認及び避難経路の確認を行い，小学校 3階

へ避難することとした．緊急地震速報装置を設置しての

初めての訓練となるため，緊急地震速報の音を児童・職

員が知り，初動対応を適切に行えるかを確認することを

目的として実施した． 

訓練実施後，すぐに振りかえりを行い，改善点の確認

を行ったところ，「安全確保を呼びかける声がでていな

い」「避難経路の確認手順が不明確」「持ち出し品のリ

ストアップが必要」等の意見が出たため，意識して声掛

けをすること，災害時アクションカードを修正し，わか

りやすくする改善を行った．次回訓練までに，これらの

改善点を活かせるように準備を行った． 

 

(5) 前回訓練の改善点を確認するための訓練（第2回） 

 前回の訓練を踏まえ，改善点を確認することを目的に

訓練を実施した．特に「避難経路の確認手順が不明確」

という課題に対しては，避難経路は小学校 3階までの 3

つのルートをメインに検討し，地震発生時には，複数の

職員により確認し，その時に一番安全なルートを選定す

ることを決め，災害時アクションカードにその旨を記載

した． 

 前回に比べ，比較的スムーズに避難することができた

が，災害時アクションカード記載事項の確認もれなどが

あった． 

 訓練実施後の振りかえりでは，「災害時アクションカ

ードの記載内容をよりシンプルにしたほうが良い」や

「持ち出し品を避難袋にまとめること」，「園舎の見回

り手順の明確化」などの意見が出た．これらの改善点を

次回訓練までに改善することが確認された． 

 職員より，これまでは通常時間帯での訓練であったの

で，職員が少なくなる預かり保育の時間帯での訓練がし

たいとの要望があり，次回は預かり保育の時間帯での訓

練をすることとした． 

 

(6) 預かり保育時間帯での訓練（第3回） 

 預かり保育の時間帯は児童が 50 人程度と通常より少

なくなるものの，職員 2人で対応しており，居残りの職

員 2人との合計 4人という通常より少ない人数で対応す

る訓練を実施することとした． 

 少ない人数でも災害時アクションカードを活用し，適

切な避難行動を取ることができるかを確認することを目

的として実施した． 

 預かり保育担当者は初めての訓練であったが，園児が
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避難訓練に慣れてきており，落ち着いた行動を取れたこ

ともあり，災害時アクションカードを活用してスムーズ

に避難が行われた． 

 訓練後の振りかえりでは，「声掛けがもっと必要だと

感じた」，「カーテンの締め忘れがあった」，「持ち出

し品である名簿の持ち出しを忘れていた」などの意見が

あり，災害時アクションカードへの記載方法等について

改善を行うこととした． 

 また，この訓練では，他の松茂町立幼稚園の職員も見

学しており，振りかえり時に率直な意見交換が行われた．

他の幼稚園の訓練を見学する機会がこれまでなかったた

め，見学する側もされる側も，互いに刺激を受けている

様子であった． 

 

写真-1 緊急地震速報直後に身を守る行動をとる園児と教員 

 

写真-2 隣接する小学校への避難の様子 

 

(7) 取り組みの成果 

 松茂町立 K 幼稚園では約 4 ヶ月の間に，ミッション

の明確化から対応手順の検討・整理，災害時アクション

カードを作成し，それを活用した 3回の訓練実施とそれ

ぞれでの振りかえり，是正・改善を継続的に実施しして

きた． 

これらの取り組みにより，幼稚園での地震発生から津

波避難時に職員が対応すべき課題である職員及び児童の

地震発生時の的確な安全確保，避難場所及び避難ルート

の確認，迅速な避難行動について，職員の行動が明確化

し，訓練で実効性の確認がなされ，改善につなげていく

という，災害時アクションカードを活用した訓練を中心

とした PDCA サイクルが回っており，着実に定着して

きている． 

これにより，職員の防災意識も向上し，園外保育や遠

足などの外出時に事前に避難経路を確認したり，園内の

備品の配置や管理方法の検討など，これまで意識してい

なかったところの安全配慮や危機意識がなされるように

なってきている． 

 また，児童も緊急地震速報からの初動行動への対応が

向上しており，自発的に自分自身の安全確保を行うこと

ができるようになっている．職員だけでなく児童も含め

た幼稚園全体での防災意識の向上への取り組みとなって

いる． 

表-1 松茂町立K幼稚園での取り組み 

 

 

 

5. まとめ 

 

本研究では，東日本大震災における幼稚園の被災事例

から，地震・津波への対応の課題を明らかにした．児

童・職員の安全を守るためには，これらの課題への対応

が不可欠である． 

幼稚園の地震・津波対応の高度化は，ミッションを明

確化し，具体的な対応手順を検討し，災害時アクション

カードを作成する．それを訓練で使用し，振りかえりに

より課題や改善点を抽出する．抽出された課題や改善点

を次回訓練までに修正し，反映していくという，訓練を

中心とした PDCA サイクルを回していくことにより実

現できる．その具体的な方法の一つとして，災害時アク

ションカードを用いた訓練手法を提案した． 

 松茂町立 K 幼稚園を対象に，災害時アクションカー

ドを使った避難訓練を実施し，訓練を中心とした PDCA

サイクルによる改善を行った結果，児童・職員の地震・

津波への対応力と防災意識の向上が図られた． 

 今後は継続して，訓練を中心とした PDCA サイクル
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による地震・津波への対応の高度化を行っていくととも

に，避難以降の保護者への引き渡しや幼稚園の業務再開

に向けた取り組み，業務継続計画や業務継続戦略につい

ての検討も，自治体や小学校と連携して進めていけるよ

うにしていきたい． 

 

謝辞：本研究にご協力いただき，積極的に訓練に取り組

んでいただいた松茂町立K幼稚園の職員・児童，徳島県
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SOPHISTICATION OF TSUNAMI EVACUATION BEHAVIOR IN 

KINDERGARTEN BY TRAINING METHOD USING THE DISASTER ACTION 

CARD 

 

Yasufumi YUASA, Susumu NAKANO ,Shingo YAMASHIRO,Hirotomo KAGEOKA, 

Yuichi TADA,Kayoko MURAKAMI and Yasuyo TORINIWA 

 
In the Great East Japan Earthquake, many schools were damaged by earthquake and tsunami, and a 

number of students and teachers died. We extracted important problems from many cases of                

kindergartens damaged by this disaster. To cope with these problems,  we examined the sophistication of 

tsunami evacuation behavior in kindergarten by training method using the disaster action card. 

In kindergarten, We set the mission in an evacuation behavior, we have created the disaster action card 

that is based on the mission.  We conducted evacuation drills using the disaster action card and evaluation 

meetings just after the  drills.     We improved the disaster  action card by the review of the drill.     We 

realized the continuous improvement of tsunami evacuation drills in such a PDCA cycle. 
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